
アフリカ、グローバルサウス、
国際秩序

2024年3月6日
「グローバルサウス」の新興国と世界秩序の再編

武内進一（東京外国語大学現代アフリカ地域研究センター）



問い

• アフリカ諸国は、グローバルサウスの枠組みにどのような利益
を見いだしているか？



「グローバルサウス」とは何か？
• 意味内容の変化

• 社会学的用語から地理的用語へ
• 世界資本主義への含意から国際政治上の含意へ

• 「今日の国際秩序においてどのような役割を担うか？」という
観点からの注目

• 国際秩序の多極化、分極化



1950～70年代の「南」との異同
• 1950～70年代の「南」

• バンドン会議
• 非同盟諸国運動
• 新国際経済秩序（NIEO）

• 今日の「グローバルサウス」
• BRICs
• G20
• ロシアのウクライナ侵攻に対す
るスタンス

• 西側主導の国際秩序への距離感

政治的多様性と経済的重要性
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世界のGDP総額に占めるOECD諸国の比率
(1960～2021年）

出所：World Development Indicatorsから報告者作成。



グローバルサウスのなかのアフリカ
• アフリカは異論なくグローバ
ルサウス

• 経済規模は総じて小さい
• 国の数は多い

• 国連でのプレゼンス

• アフリカ内部の多様性



政治体制の多様性（民主主義／権威主義）

自由（Free) ボツワナ、ガーナ、モーリシャス、ナミビア、南アフリカ、
など9ヵ国

やや自由
（Partly Free)

ベナン、コートジボワール、ケニア、マダガスカル、マラウ
イ、モロッコ、モザンビーク、ナイジェリア、セネガル、タ
ンザニア、チュニジア、ザンビア、など20ヵ国

自由でない
（Not Free)

アルジェリア、アンゴラ、カメルーン、コンゴ民主共和国、
エジプト、エチオピア、ルワンダ、南スーダン、ジンバブ
ウェ、など25ヵ国

フリーダムハウスによる政治的自由度の評価（2023年）

出所：Freedom Houseデータから報告者作成。



所得水準の多様性

分類 一人あたりGNI 国名
高位中所得国 4,466～13,845USドル ガボン、南アフリカ、ボツワナ、モーリシャス、セイシェ

ル（5ヵ国）
低位中所得国 1,136～4,465USドル ジンバブウェ、セネガル、カメルーン、コンゴ共和国、ケ

ニア、アンゴラ、コートジボワール、モロッコ、アルジェ
リア、エジプト、ナミビアなど。（17ヵ国）

低所得国 1,135USドル以下 マダガスカル、コンゴ民主共和国、チャド、マリ、エチオ
ピア、ウガンダ、ルワンダ、タンザニアなど。（12ヵ国）

一人あたりGNIによる分類

出所：World Development Indicatorsから報告者作成。
注：データが存在する34ヵ国分のみ。



国連投票行動の多様性

全て賛成 チャド、コモロ、コートジボワール、コンゴ民主共和国、リベリア、リビア、マラウイ、
モーリシャス、セイシェル、シエラレオネ（10ヵ国）

1～2回賛成 ボツワナ、エジプト、ガーナ、ケニア、ニジェール、ナイジェリア、ルワンダ、ソマリ
ア、チュニジア、ザンビア、ガボン、マダガスカル、モロッコ、南スーダン、など。
（21ヵ国）

全て賛成せず アルジェリア、ブルキナファソ、カメルーン、中央アフリカ、コンゴ共和国、エリトリ
ア、エチオピア、ギニア、マリ、モザンビーク、ナミビア、セネガル、南アフリカ、
スーダン、ウガンダ、タンザニア、ジンバブウェ、など。（23ヵ国）

ロシアのウクライナ侵攻後、
3回の国連総会決議への対応

出所：国連総会議事録に基づき報告者作成。
注：①2022年3月2日決議：侵攻直後。対ロシア非難

②2022年4月7日決議：国連人権委員会におけるロシアの資格停止
③2023年2月23日決議：侵攻から1年。国連憲章の原則確認。



グローバルサウスとアフリカの主導性
• グローバルサウスと同様に、ア
フリカ内部も多様。

• 一枚岩ではないし、まとまって
行動できる問題はそれほど多く
ない。

• 例外として
• 反植民地主義
• パン・アフリカ主義

• 西側主導の国際秩序には潜在的に
批判的な立場（反植民地主義運動
の記憶）

• 南アフリカ
• 比較的所得が高く、強力な民主主
義が根付く

• ウクライナ侵攻後のロシアに対す
る国連での非難決議に棄権

• イスラエルを国際司法裁判所に提
訴



アフリカにとってのグローバルサウス
• 自らの主張の「拡声器」
• まとまりやすい主張／まとまりにくい主張

• 反植民地主義／LGBTQ
• 利用できる範囲で利用する

• 開かれた問い：国際秩序の多極化、分極化のなかで、どのよう
な国際秩序を目指すのか？
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